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【補助資料１】先行実践で使用した学習指導案（Ａ校） 

第２学年国語科（文学国語）学習指導案（略案） 

日時：令和６年９月 日（ ） 校時 

対象：Ａ高等学校 

２年 組 37名  

 

 

１ 科目名 文学国語 

２ 教材名 俳句を作ろう～「取り合わせ」の手法を用いて～ 

３ 生徒観 

生徒について 指導に当たって 

ア 指導対象全体について 

   

６月に実施した学級集団理解のための外部ア

ンケート調査の結果では、ホームルームの傾向

として以下の点が挙げられている。 

 

【ホームルームの傾向】 

・学習意欲が高い集団である 

・ホームルームにおけるルールや行動規範は

ほとんどの生徒たちに共有されており、ホ

ームルーム内での大きなトラブルは少ない

と思われる 

・ホームルームにおいて、意欲的に活動でき

ている生徒と、そうでない生徒がいる 

・生徒たちが教師の評価を過度に気にしてい

ることに留意する必要がある 

   

 

 

 

 

 

 

イ 支援を必要とする生徒について 

 

生徒Ｄ 

・昨年度は、ホームルーム内で友人と話をす

ることを避ける様子が見られたが、今年度

は、ペア学習やグループでの活動において

周囲と話そうと努力している 

・担任に「授業が分からないこと」、「課題を

終わらせるだけになっていること」に悩ん

でいると話している 

・昨年度は課題の提出が遅れがちであった

が、今年度は、家庭での学習時間が確保で

きるようになったことから、期限内に課題

を提出できるようになった 

ア 第１層支援としてのユニバーサルデザイン

（以下、ＵＤ）の視点から 

  学習意欲が高く、授業中においても、能動的

に演習問題に取り組む生徒が多い。教員にペア

学習を指示された際も、素早くペアを作り、互

いに教え合う姿が見られる。現在、ホームルー

ム内に大きなトラブルは少ないと思われるが、

左記のアンケート調査の分析による今後の指針

として、「生徒たちが活躍できる場面や、自ら

の発言が認められる機会を授業やホームルーム

生活に取り入れること」、「生徒同士で互いに認

め合えるような取組を取り入れ、多くの生徒に

注目が当たる工夫をすること」が必要であると

記されている。 

以上のこと及び下記イの支援を必要とする生

徒への配慮から、本時においては、以下のＵＤ

の視点を取り入れる。 

・焦点化：授業のねらいや活動を絞る 

・構造化：時間や活動の見通しを示す 

・視覚化：取り組むべき学習内容を明示する 

・共有化：互いの考えを伝え合ったり確認した 

りする 

 

イ 第２層支援の視点から 

 

生徒Ｄ 

・机間指導による見守りと声掛け 

・Ｄの注意を引き付けてから説明を行う 

・授業の流れや次に行う活動を提示し、見通

しを持たせる 

・指示や説明を簡潔にする 

・ＩＣＴを使用して視覚的な情報を加える 

・Ｄができている部分、取り組んでいる部分

を認め、肯定的な声掛けを行う 

・共有化の時間を設定し、友人から学ぶ機会

を設ける 

１ 



４ 本時について 

（１）本時の目標 

・「取り合わせ」の手法を用いて俳句を作り、よりよい表現になるよう工夫することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

（２）本時の評価規準 

 ・「書くこと」において、「取り合わせ」の手法を用いて作った俳句を作り、よりよい表現になるよ

うグループで意見を交換している。             

【「思考・判断・表現」Ａ（１）ウ】 

（３）本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 

ＵＤの視点 
焦点化【焦】 共有化【共】 

構造化【構】 視覚化【視】 

◆評価 

第２層支援 
（支援が必要な生徒

への配慮） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導

入 

10

分 

１ あいさつをする 

 

 

 

 

２ 本時の学習課題を理解する 

（１）電子黒板に提示された俳句の 

    に入る言葉を考える 

 

「    や きのうの誠 けふの嘘」 

 

 

 

 

 

（２）自分が考えた言葉を発表する 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学習課題を理解する 

 

 学習課題 

「取り合わせ」の手法を 

用いて俳句を作ろう 

 

・生徒の着席後、注目を促してか

ら説明を始める    【焦】 

・４人グループで学習する場面が

あることを伝える   【構】 

 

 

・季語を表す語句が入ることを伝

える 

・季節については、自由に考えて

よいことを伝える 

・机間指導を行い、適宜、全体に

向けてヒントを出す 

 

 

 

・２、３名を指名する 

・発表が終わった後、元となった

俳句を紹介する 

「紫陽花や きのうの誠 けふの

嘘」（正岡子規） 

・この句及び正岡子規について簡

潔に解説する 

 

・上記の俳句に使われている技法

「取り合わせ」について、簡潔に 

説明してから、学習課題を電子 

黒板に明示する  【視】【構】 

生徒Ｄ 

・本人の様子を

観察する 

 

 

 

・本人の取組状 

況に応じ、肯

定的な声掛け

を行う 

・作業が滞って

いる場合、対

話しながら一

緒に考えをま

とめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 授業の流れを確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業の流れを電子黒板に提示す

る 

・終了した学習内容には取り消し

線を入れる 

・取り組む学習内容を青い太字に 

して示す     【視】【構】 

 

 

 

 

生徒Ｄ 

・こちらに注目

したことを確

認してから説

明を始める 

 

 

 

２ 



 

展

開 

35

分 

 

 

 

 

 

 

４ 俳句を作る 

（１）本時において使用する俳句の表現

技法を説明する 

 

 

 

 

（２）ワークシートに従って、俳句を作

る（10分） 

 

 

 

（３）４人グループでお互いの作品を読

み合う(５分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）グループで一句を選び、よりよい

表現への改善案を出し合い、一句

を完成させる（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）発表会を行う（５分） 

 

 

（６）自分の作品を推敲する（５分） 

・電子黒板に注目することを促し

てから説明を始める    【焦】 

・使用する技法は 

①季語 

②取り合わせ      とする 

【焦】 

 

・ワークシートの手順に従い、個

人で俳句を作ることを指示する 

 

 

 

・友達の作品を読み、浮かんだ情

景を伝えることを指示する 

            【共】 

 

・机間指導を行い、作業が滞って

いる生徒を支援する 

 

 

 

 

 

・机間指導を行い、ヒントを出し

たり、肯定的な声掛けを行った

りする 

・適宜、一人一台端末を使用し

て、季語等について検索してよ

いことを伝える 

 

 

 

 

 

・発表が終わった後に拍手するこ

とを指示する 

 

・推敲とその理由を記述すること

を指示する 

・こちらに注目

したことを確

認してから説

明を始める 

 

 

 

・指示が理解で

きていないよ

うであれば個

別に伝える 

 

・グループでの

話合いに参加

できているか

観察する 

・話合いに参加

できていない

場合、本人及

びグループの

メンバーに参

加を促す 

・本人が発表す

る場面に立ち

合い、本人に

対して肯定的

な声掛けを行

う 

 

 

 

 

終

末 

５

分 

 

５ 本時の振り返りを行う 

 

 

６ あいさつをする 

 

 

・ワークシートに感想を書くこと

を指示する 

 

 

生徒Ｄ 

・グループで活

動できたこと

をほめる 

 

       

 

 

 

◆評価【思考・判断・表現】 

 ワークシート 

◆評価「思考・判断・表現」 

 ワークシート 

 行動観察 

３ 



【補助資料２】授業で使用したプリント（Ａ校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 



【補助資料３】先行実践で使用した学習指導案（Ｂ校） 

第１学年国語科（言語文化）学習指導案（略案） 

日時：令和６年９月 日（ ） 

対象：Ｂ高等学校 

1年 組 24名  

１ 科目名 言語文化 

２ 教材名 訓読のきまりを復習しよう 

３ 生徒観 

 

 

 

 

生徒について 指導に当たって 

 

ア 指導対象全体について 

  ４月に実施した学級集団に関する調査結果で

は、ホームルームの傾向として以下の点が挙げ

られている。 

 

【ホームルームの傾向】 

・責任感が強く自らを省みることができる

が、心配しすぎたり、引っ込み思案になっ

たりする生徒が多い集団である。学習に関

しては、集団に対して基礎的な内容の定着

を図り、分かったという実感を育てること

が必要である。 

 

  

   

 

 

 

イ 支援を必要とする生徒について 

生徒Ｅ 

・落ち着いているときは礼儀正しく、丁寧な

言葉遣いができる 

 ・自分が知っていること、関心のあることに

ついては、大きな声で発言する 

・部活動では、道具の準備や片付けを率先し

て行い、大きな声で友達に声を掛け、周囲

を盛り上げながら活動を行っている 

・授業で分からない部分があったり、ＩＣＴ

がうまく使えなかったりすると、カッとし

たり、いらいらしたりして、ものに当たる

ことがある 

・いらいらしているときは、指導者が支援を

申し出ても拒否することが多い 

・やわらかいボールを握る、絵を描く、携帯

を見るなど自分なりに気持ちを落ち着ける

方法を試している 

 

 

ア 授業全体の指導の視点から 

  生徒たちは、前期において、漢文を読む基礎

的な事項について学び、故事成語の読解を行っ

ている。本時においては、前期よりも長い文章

を読解することになる後期の学習に向け、訓読

のきまりを振り返る。その際、心配しすぎた

り、引っ込み思案になったりする集団の傾向を

ふまえ、生徒たちが安心して授業に臨めるよう

な工夫を行うとともに、授業内容が分かったと

いう実感を育てたい。 

以上のことから、本時においては、以下のユ

ニバーサルデザインの視点を取り入れることと

する。 

・焦点化：授業のねらいや活動を絞る 

・視覚化：視覚的な情報を加える 

・構造化：時間や活動の見通しを示す 

・共有化：互いの考えを伝え合ったり確認した 

りする 

イ 第２層支援の視点から 

 生徒Ｅ 

カッとしたりいらいらしたりすることへの 

対応 

・時間や活動の見通しを示す 

・授業中に本人の取組や頑張りを認める 

声掛けを行う 

・本人なりのクールダウンの方法を見守り、

落ち着いたところで声掛けを行う 

  ・タブレットを叩いたり、大声をあげたりす

る行動を取る前に本人に近付き、できてい

る部分を認め、「一緒に考えよう」と提案

する 

・カッとしたり、いらいらしたりしたときの

前後の行動を観察し、苛立ちの前兆や興奮

の度合い、声掛けのタイミングについて、

他の職員と情報共有する 

５ 



４ 本時について 

（１）本時の目標 

・訓読のきまりを理解し、正しく音読ができる。【知識及び技能】 

（２）本時の評価規準 

  ・訓読のきまりを理解し、レ点、一二点、上下点が含まれた漢文を正しく音読している。 

【知識・技能（２）ウ】 

（３）本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 

ＵＤの視点 
焦点化【焦】 視覚化【視】構造化【構】 

共有化【共】  

◆評価 

第２層支援 
（支援が必要な生徒

への配慮） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導

入 

10

分 

１ あいさつをする 

 

 

 

 

２ 本時の学習課題を理解する 

（１）「鯉の滝登り」のイラストを見る 

 

 

 

 

（２）「登竜門」の読み方と意味を発表 

する 

 

 

 

 

 

（３）訓点を打った「登竜門」の読み方

を考える 

 

   

 

（４）全員で読みを確認し、音読する 

 

 

 

（５）学習課題を理解する 

 

 学習課題 

訓読のきまりを復習しよう 

 

・生徒の着席後、注目を促してか

ら説明を始める    【焦】 

・隣の人とペアで学習する場面が

あることを伝える 

 

 

・イラストを用いる   【視】 

・イラストに関連する故事成語に

ついて質問する 

 

 

・必要に応じてヒントを出す 

・意味については、出てこないよ

うであればこちらから説明する 

・読みと意味を電子黒板に提示す

る          【視】 

 

 

・自分で考えた後、隣の人と話し 

合うことを指示する  【共】 

 

 

 

・白文、送り仮名、返り点、書き

下し文について簡潔に説明する 

 

 

・学習課題を電子黒板に提示する 

【視】【構】 

生徒Ｅ 

・本人の様子を

観察する 

・隣の人へのあ

いさつが難し

いようであれ

ば、次のペア

学習の機会に

介入する 

・発言の意欲を

見せた時には

指名し、肯定

的な声掛けを

行う 

 

 

 

 

・生徒Ｅの付近

で待機し、ペ

ア学習に消極

的な場合は介

入し、指導者

と一緒に答え

をまとめる 

 

 

・介入の際は、

生徒Ｅに視線

の高さを合わ

せ、おだやか

なトーンで話

しかける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 授業の流れを確認する 

 

 

 

 

 

 

 

・授業の流れを電子黒板に提示す  

 る 

・終了した学習内容には取り消し

線を入れる 

・取り組む学習内容を青い太字に 

して示す     【視】【構】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

35

分 

 

４ 訓読のきまりを復習する 

（１）返り点の種類と使い方を復習する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）□に番号を入れる練習問題に挑戦

する  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

５ 音読する 

・３つの文章において、以下の（１）～

（４）を繰り返す 

 

（１）指導者の範読を聞く 

 

（２）文章の横の□に、返り点に従って

数字を入れ、隣の人と読み方を確

認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）個人で音読練習する 

 

 

（４）斉読する 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電子黒板に注目することを促し

てから説明を始める    【焦】 

・返り点の種類は 

①レ点 

②一二点 

③上下点   に絞る   【焦】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電子黒板に注目を促してから範

読する         【焦】 

・ワークシートを配付する 

・電子黒板に問題を提示する

【視】  

・隣の人と読み方を確認すること 

を指示する       【共】 

・文章は３つに絞る    【焦】 

 

 ◆【知識・技能】 

行動観察 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本人の様子を 

観察し、必要

に応じて個別

の声掛けを行

う 

 

・できている部

分に焦点を当

てて、本人の

取組を認める 

 

・声掛け等の支

援を拒否した

場合、「何か

あったら手を

挙げて知らせ

てください」

と告げる 

７ 



 

６ 返り点が複雑な文章をペアで協力し

て読む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・隣の人と考えることを指示する 

【共】 

 

・「一レ点、上レ点は、レ点から先

に読みます」とヒントを出す 

・ホームルームの様子を見て、答

えを発表させるか、指導者から

提示するか決める 

 

 ◆知識・技能 

  ワークシート 

 

 

 

終

末 

５ 

分 

 

 

 

７ 本時の振り返りを行う 

 

 

８ あいさつをする 

  

生徒Ｅ 

・ペアで活動で

きたことをほ

める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 



【補助資料４】授業で使用したプリント（Ｂ校） 
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【補助資料５】先行実践で使用した学習指導案（Ｃ校） 

第３学年特別活動（ホームルーム活動）学習指導案 

日時：令和６年９月 日（ ） 

対象：Ｃ高等学校 

３年 組 22名  

１ 単元名「自分も友達も大切にする人間関係づくり」 

２ 単元目標 

 （１）互いを尊重し合う人間関係を築くために必要な知識や行動の仕方を身に付ける。 

【知識及び技能】 

（２）学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだす。  【思考力、判断力、表現力等】 

（３）他者の価値観や個性を受け入れ、互いの可能性を発揮できる関係を築く。 

【学びに向かう力、人間性等】 

３ 単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

４ 教材観 

  生徒たちは、前時において、「心とからだの健康観察」を実施しており、自分自身の心とからだの

健康状態を確認し、ストレスへの対処方法及び援助希求方法を学習している。本時は、前時の「辛

くなったら誰かに相談してもよい」というまとめを受け、友達と話すときや友達から相談を受けた

ときに、友達を尊重した声掛けができるようになることをねらいとしている。 

本教材は、相手に言われてうれしくなったり、楽しくなったりする言葉である「あたたかい言葉」

をかけるスキルの練習を通し、良好な人間関係を築くためには、他者を尊重した言動が必要である

と学ぶことができる教材である。この教材を通して、他者を尊重した声掛けの大切さに気付かせ、

他者を大切にする態度を育てるとともに、他者に認められる体験を通して、自己の個性を理解し尊

重する態度を育みたい。 

 

５ 生徒観 

生徒について 指導に当たって 

ア 指導対象全体について 

教員の指示をよく聞き、真面目に授業

に取り組む生徒が多い。また、授業中に

互いに助け合う姿勢が見られ、困ってい

る友達に自主的に答えを教えてあげる生

徒もいる。 

下記の生徒Ｆ及び生徒Ｇに対しても、

友好的に接する友人がそれぞれ複数名お

り、問題を解説してあげたり、グループ

を作る際に声を掛けてあげたりする姿が

見られている。 

 

 

ア 第１層支援としてのユニバーサルデザ

イン（以下、ＵＤ）の視点から 

現在ホームルーム内に人間関係の大き

な軋轢は見られないが、学級集団理解の

ための外部アンケートの分析によると、

「学級に満足できていない生徒たちの不

適応感が強く、ストレスが高まっている

状態が想定される」とのことであった。   

同分析によると、今後の指針として、

ホームルームへの一斉指導において、

「①一つの活動を簡単なルールの下で展

開する」、「②承認得点の低い生徒たちが

認められる場面を設定する」などの工夫

よりよい生活を築くための

知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

互いを尊重し合う人間関係

を築くために必要な知識や

行動の仕方を身に付けてい

る。 

学級や学校の生活をよりよ

くするための課題を見いだ

している。 

他者の価値観や個性を受け

入れ、互いの可能性を発揮

できる関係を築こうとして

いる。 
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イ 支援を必要とする生徒について 

生徒Ｆ 

男子生徒。学習意欲は高く、学力面

での問題は見られない。しかし、授業

中に自分が気になったことや関心のあ

ることを、脈略無く発言するため、

１・２年次はからかいの対象になるこ

とが多かった。 

ホームルーム内に気の合う友人が少

ないと感じていることを担任や特別支

援教育コーディネーターに相談してい

る。 

 生徒Ｇ 

女子生徒。文学や音楽に詳しく、授

業中において、関心のある分野に対す

る問いには積極的に反応する。その一

方で、大きな声で私語をしたり、関係

のない作業をしたりすることも多い。

意欲がもてない課題には一切取り組ま

ず、教員に対して否定的な態度を取っ

てしまうこともある。自身の感情を素

直に言葉にしてしまうため、意図せず

に他者を批判したり、否定したりして

いることも多い。 

が必要であると示されている。 

そこで、第１層支援として、以下５点

のＵＤの視点を取り入れる。 

 

【①一つの活動を簡単なルールの下で展開 

する】  

・焦点化：授業のねらいや活動を絞る 

・視覚化：視覚的な情報を加える  

・構造化：時間や活動の見通しを示す 

 

【②承認得点の低い生徒たちが認められる 

場面を設定する】 

・共有化：互いの考えを伝え合ったり確

認したりする 

・居心地の良いクラスづくり： 

互いの意見を認め合う 

 

 

イ 第２層支援としての視点から 

生徒Ｆ 

不規則発言への対応 

・視覚化→ルールの可視化 

  ・構造化→話す場面・聞く場面の設定 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ｇ 

他者への批判的な発言への対応 

・視覚化→ルールの可視化 

参加意欲が低下している場合の対応 

・個別の声掛け 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ｆ及び生徒Ｇ 

本人の行動理解及び他の職員との情報

共有・本人の発言のきっかけや教員の

指導に対する反応を観察 
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６ 単元の指導計画（４時間の取扱い） 

 ■高等学校学習指導要領第５章特別活動〔ホームルーム活動〕２ 内容（２）日常の生活や学習へ

の適応と自己の成長及び健康安全 ア「自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成」 

 

７ 本時の指導 

（１）本時の目標  

友達に「あたたかい言葉」をかけるスキルを身に付ける【知識・技能】 

（２）本時の展開 

 

 

 

学習活動 

指導上の留意点 

第１層支援 

ＵＤの視点 
焦点化【焦】 視覚化【視】 共有化【共】  

構造化【構】 居心地の良いクラス【居】 

◆評価 

第２層支援 
（支援が必要な 

生徒への配慮） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導

入 

10

分 

１ あいさつをする 

 

 

２ 本時におけるルールを確認する 

 

【本時のルール】 

 ①肯定する 

 ②賛同する 

 ③よく聞く 

 

３ 前時の復習をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の目標を確認する 

 

・生徒の着席後、注目を促してか

ら説明を始める    【焦】 

 

・黒板右側にルールを提示し、活

動に参加しやすい雰囲気を作る         

【視】【居】 

 

 

 

 

・「心とからだの健康観察」で行っ

たストレスへの対処方法を思い

出させる 

・前時のまとめ「辛いときには誰

かに相談しても良い」に触れ、

今回は、相談を受けたり、友達

を励ましたりする際に使えるス

キルを練習することを説明する 

 

・本時の目標を電子黒板に提示す

る        【構】【視】 

 

 

生徒Ｆ 

本人の状況に応 

じて、以下の対 

応を取る 

・突然発言した

場合、ルール

の③に触れ、

「今は聞く時

間です」と伝

える 

・本人が発言す

る前に、指導

者が「３番目

に聞くから前

の人の発言を

聞いていてく

ださい」等の

指示を出す 

・本人がルール

を守れている

ときに、肯定

的な声掛けを

行う 

 

過

程 
内 容 重点 評価方法・評価規準 

配

当 

時

間 

１ 
「心とからだの健康観察」 

・心とからだの健康観察 ・ストレスへの対処方法 
思 

行動観察・ワークシート 
ストレスの仕組みについて学び、自

分にできるストレス対処方法につい

て話し合っている 

１ 

２ 
友達に「あたたかい言葉」をかけよう！ 

・「あたたかい言葉」をかけるスキルを身に付ける 知 

行動観察 
「あたたかい言葉」をかけるスキル 

を身に付ける 

１ 

本

時 

３ 

互いの意見を尊重しながら文化祭に向けて話し合おう 

・係分担 

・テーマ決定 

 

思 

 

 

主 

 

行動観察 
前時までに身に付けた対処方法・ス 

キルを生かしている 

 

相手を尊重しながら文化祭の話し合 

いを行おうとしている 

２ 

友達に、あたたかい言葉をかける

スキルを身に付ける 
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生徒Ｇ 

・参加意欲が見

られない場

合、早期に声

掛けを行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

30

分 

５ 「あたたかい言葉」について理解

する 

（１）今まで、友達に言われてうれし

かった言葉を思い出し、ワーク

シートに記入する 

（２）指導者の説明を聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 「あたたかい言葉」をかけるスキ

ルを練習する 

（１）指導者の説明を聞く 

 

 

（２）指導者による「あたたかい言

葉」と「つめたい言葉」のモデ

ルを見る 

 

（３）モデルを見て、どちらの言葉

の、どんなところがよかったか

をワークシートにまとめる 

 

（４）「あたたかい言葉」をかけるため

に、自分が気を付けたいことを

考えて、ワークシートに記入す

る 

 

（５）２人組になり、お互いに「あた

たかい言葉」を掛け合うロール

プレイを行う 

 

 

 

・ワークシートを配付する 

・指導者がいくつか例を示す 

（例）字がきれいだよね、部活動

頑張っているね、掃除が丁寧だ

ね等 

 

・「あたたかい言葉」についてまと

めた内容を電子黒板に提示する 

            【視】 

・対になる概念として、「つめたい

言葉」についても説明を行う

が、生徒の反応を観察し、拒否

的な反応を示す生徒がいる場合

は、具体的な言葉の例は出さ

ず、簡潔な説明に留める 

 

 

 

・「あたたかい言葉」をかけるスキ

ルの説明を電子黒板に提示す

る          【視】 

・どこに注目すべきか説明する 

「どちらの言葉の、どんなところ

がよいか考えながら見てくださ

い」         【焦】 

・「つめたい言葉」に関しては、生

徒の様子を観察し、簡素化する

場合もある 

 

・言葉の選び方、言い方、態度に

よって、相手に与える印象に違

いが出ることを伝える 【共】 

 

 

・指導者は机間巡視を行い、ロー

ルプレイの様子を観察する 

・活動が進んでいないグループに

適宜介入する 

 

◆評価【知識・技能】 

  行動観察 

ワークシートの記述の分析 

 

・ロールプレイ後、「あたたかい言

葉」を言われたときのお互いの

気持ちを話し合わせる 【共】 

 

 

 

 

生徒Ｆ 

・本人の様子を

観察し、落ち

着いているよ

うなら肯定的

な声掛けを行

う 

・突然発言した

場合は、ルー

ル③に触れ、

「次に指名す

るから、今

は、前の人の

発言を聞いて

いてくださ

い」と指示す

る 

・本人がルール

を守れている

ときに、肯定

的な声掛けを

行う 

・ワークシート

記入中、机間

巡視を行い、

声掛けを行う 

 

生徒Ｇ 

・机間巡視中に 

「音楽に詳し

いよね」「た

くさん本を読

んでいるよ

ね」等、指導

者がＧに対し

て「あたたか

い言葉」をか

ける 

・Ｇの望ましい

行動を具体的

な言葉でほめ

る 

【あたたかい言葉】 

 ・言われるとうれしくなる言葉 

 ・心があたたかくなる言葉 

【つめたい言葉】 

 ・言われるといやな気持ちになる言葉 

 ・心がつめたくなる言葉 
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終

末 

10

分 

７ 本時の振り返りを行う 

 

 

 

 

 

 

 

８ あいさつをする 

・授業の内容を日常生活にどのよ

うに生かすことができるかを考

えさせ、ワークシートに記入さ

せる 

・次時の文化祭に向けた取り組み

において、相手を尊重した言動

ができるよう促す   【居】 

 

・ペアになってくれた人に対し、

感謝の思いを伝える  【居】 

 

生徒Ｆ及び 

生徒Ｇ 

可能であれば 

発言の機会を 

設け、肯定的な 

声掛けを行う 

 

 

 

 

【補助資料６】授業で使用したワークシート（Ｃ校） 
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【補助資料７】第１回校内委員会で使用したスライド資料 

  ※学校や個人が特定されるスライドを除く                      
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16 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
17 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 18 
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【補助資料８】授業研究会兼第２回校内委員会で使用したスライド資料 

  ※学校や個人が特定されるスライドを除く 
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